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新丸山ダム建設事業の経緯

昭和31年03月 丸山ダム完成

昭和58年09月
台風10号と秋雨前線の影響による大雨により、木曽川美濃加茂市、可児市、
坂祝町、八百津町等で越水。被害家屋4,588戸

昭和61年04月 新丸山ダム建設事業着手

平成20年03月 木曽川水系河川整備計画策定

平成22年03月 付替国道418号 潮南まで供用

平成22年09月 中部地方整備局長から新丸山ダム建設事業の検証指示

平成25年07月 新丸山ダム建設事業の検証に関して、国土交通省の対応方針が「継続」と決定

平成25年10月 新丸山ダム建設促進期成同盟会より新丸山ダムの早期完成の要望

平成25年11月 付替県道井尻八百津線の工事着手
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新丸山ダム建設事業の検証に係る検討経緯

新丸山ダムの検証に係る検討

複数の治水・流水の正常な機能の維持対策案の立案

概略評価による治水・流水の正常な機能の維持対策案の抽出

検
証
対
象
ダ
ム
事
業
等
の
点
検

治水・流水の正常な機能の維持対策案の評価軸ごとの評価

目的別の総合評価

対応方針（案）の決定

本省への検討結果の報告

対応方針（原案）の作成

対応方針（素案）の作成

（H22.12.22）

（H23. 4.27）流域の概要・治水対策等の状況

第１回幹事会

第２回幹事会

（H23. 6.15）第３回幹事会

（H23.  8. 3）

第４回幹事会

検討の場（第１回）治水:19案の立案
流水:10案の立案

（H25.3.25）

検討の場（第２回）
検証対象ダムの総合的な評価

治水:22案の立案
流水:12案の立案

（H24.10.30）

検証要領細目を参考に幅広い方
策を組み合わせて検討を行い、
対策案を検討

治水:6案の抽出
流水:4案の抽出

パブリックコメントによる具体的な
提案等を踏まえ、対策案を検討

○不特定対策案を利水(発電）参画者に
提示、意見聴取

【H24.11.2 利水参画者あて照会】

立案した対策案の概略評価を行
い、対策案を抽出

治水は7の評価軸、流水は6つの
評価軸による評価

最も有利な案は「新丸山ダム案」

（河川法第16条の2（河川整備計画）等に準じて行う。）

※1 対策案の数には、ダム案を含む。
※2 「流水」とは流水の正常な機能の維持を指す。

第５回幹事会

○利水参画者に対し、ダム事業参画継続
の意思の確認

【H22.12.10 利水参画者あて依頼】
【H22.12.17 利水参画者から回答】

※利水参画者：関西電力(株)

パブリックコメント

（H23. 8. 6～H23. 9. 4）

学識経験者からの意見聴取
関係住民からの意見聴取

関係河川使用者等への意見聴取

関係地方公共団体の長、関係利水者から
の意見聴取

事業評価監視委員会

（H25.4.19）

第30回今後の治水のあり方に関する有識者会議

国土交通省の対応方針が「継続」と決定 （H25.7.31）

（H25.7.23）

（H25.6.18）

（H25.5.7）
（H25.5.10）

（出典：新丸山ダム建設事業の検証に係る検討報告書に一部加筆）2



予備放流方式の採用によるダム高の縮小

①予備放流方式を採用しなければ、現在の総事業費1,800億円に対して、自然条件等に対する設計・施工計画の変更
等、物価の変動及び消費税の導入の反映により、約2,350億円に増額

②新丸山ダムの特徴を踏まえた、安全な洪水調節方式を検討し、精度の高い洪水予測が可能であること、確実な洪水
警戒態勢の確立、河川利用者の安全確保が可能であること等から、予備放流方式を採用

③予備放流方式を採用すれば、ダム高の縮小に伴うダム関係、特殊補償関係の縮減により、総事業費は約1,900～
2,000億円に縮減が可能

ダム天端 ＥＬ210.2m

不特定容量
1500万㎥

発電容量
1822万㎥

堆砂容量
4113万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ205.3m

常時満水位
EL186.3m

ＥＬ179.8m

予備放流方式

最低水位
ＥＬ170.8m

洪水調節容量
7200万㎥

（5700万m3＋1500万m3）

ダム天端 ＥＬ210.2m

不特定容量
1500万㎥

発電容量
1822万㎥

堆砂容量
4113万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ205.3m

常時満水位
EL186.3m

ＥＬ179.8m

予備放流方式

最低水位
ＥＬ170.8m

洪水調節容量
7200万㎥

（5700万m3＋1500万m3）

洪水調節容量
7200万㎥

（5700万m3＋1500万m3）

<嵩上げ高 20.2m>

予備放流方式を採用した変更計画（案）

約1,900億円
～

2,000億円

【総事業費】

ダム天端 ＥＬ214.3m

洪水調節容量
7200万㎥

不特定容量
1500万㎥

発電容量
1822万㎥

堆砂容量
4113万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ209.4m

常時満水位
ＥＬ186.3m

最低水位
ＥＬ170.8m

ＥＬ179.8m

ダム天端 ＥＬ214.3m

洪水調節容量
7200万㎥

不特定容量
1500万㎥

発電容量
1822万㎥

堆砂容量
4113万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ209.4m

常時満水位
ＥＬ186.3m

最低水位
ＥＬ170.8m

ＥＬ179.8m

<嵩上げ高 24.3m>

現計画（ダム基本計画）

約1,800億円

約2,350億円

【総事業費】

事業費縮減
約300億円
～400億円

4.1m縮小

■自然条件等
約 300億円増

■物価の変動、消費税
約 200億円増
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常時満水位

サーチャージ水位

二段階放流・予備放流方式のイメージ

【新丸山ダム地点】

時間→

ダ
ム
流
入
量

ダ
ム
水
位

洪水調節が必要となる前に、不特定容量分
1,500万m3の放流を行う

累加雨量、上流ダム流入・放流量等で
洪水予測を行い、予備放流開始を判断

予備放流
不特定容量 1,500万m3

ダム水位

雨量（ダム上流）

上流ダム調節後流入量

洪水調節後放流量
予備放流量

ダム水位

確保した洪水調節容量に洪水を貯留し、
下流への放流量を軽減

常時満水位

不特定容量

サーチャージ水位

予備放流が完了し、洪水調節に必要な
7,200万m3の容量を確保

予備放流開始時 予備放流完了時 洪水調節時

4,600m3/s

5,700m3/s

洪水調節容量
へ貯留

1,500万m3 7,200万m3

サーチャージ水位

二段階放流による
洪水調節

ダム放流量・流入量

予備放流期間

常時満水位 常時満水位

不特定容量
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新丸山ダム建設事業の諸元

現丸山ダム 新丸山ダム（現計画） 新丸山ダム（変更計画案）

130

120

110

100

90

80

70

0
91.8

ダム天端 EL.190.0m

ダム天端 EL.214.3m

ダム天端 EL.210.2m

サーチャージ水位 EL.188.3m

サーチャージ水位 EL.209.4m

サーチャージ水位 EL.205.3m

洪水調節容量 2,017万m3

洪水調節容量 7,200万m3

利水容量（発電） 1,822万m3

洪水調節容量 7,200万m3

※不特定容量を含む

利水容量（発電） 1,822万m3

不特定容量 （1,500万m3）常時満水位 EL.179.8m

常時満水位 EL.186.3m常時満水位 EL.186.3m

最低水位 EL.170.8m 最低水位 EL.170.8m 最低水位 EL.170.8m

EL 179 8m有効貯水容量
3,839万m3

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

有効貯水容量
10,522万m3

▽

▽

▽

有効貯水容量
9,022万m3

基礎地盤 EL.91.8m基礎地盤 EL.91.8m 基礎地盤 EL.91.8m

4.1m

利水容量（発電） 1,822万m3

EL 179 8m▽
不特定容量 1,500万m3

5



左岸

新丸山発電所（関西電力）

現丸山ダムと新丸山ダムの位置関係

新丸山ダム丸山ダム

丸
山
ダ
ム

右岸
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新丸山ダム建設事業の検証に係る工期の点検による工期

工事用道路
（残土運搬、資材運搬）

転流工

本体基礎掘削
（基礎掘削、岩盤清掃）

ダム堤体工
（コンクリート打設、ゲート設置）

旧堤体取り壊し

付替道路
(国道、県道等)

試験湛水

9年7年 8年5年 6年
1年
H26d

2年 3年 4年 13年 14年 15年
16年
H41d

10年 11年 12年

閉塞進入路工事

出典：「ダム日本」新丸山ダムの施工イメージ

転流工のイメージ 本体基礎掘削のイメージ ダム堤体工のイメージ

既設ダム

嵩上げダム
(工事中)

国内の嵩上げダムの事例
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ダム本体及
び関連工事

補償基準

用地取得

（ 118ha）

家屋移転

（ 49戸）
100%（ 49戸）

仮排水トンネル ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 試験湛水

付替道路

（31.6km）
32%（10.1km）

H4.3.27 新丸山ダム損失補償基準妥結（地権者との用地補償等に係る基準は全て妥結）

基礎掘削

98% （11 5ha ）

事業の進捗状況

（平成２５年１２月末時点）
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事業の進捗状況
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Ｈ２５年度整備区間

Ｈ２６年度以降整備区間

既整備区間

A A

A－A
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付替県道井尻八百津線 計画平面図

①～③は、今年度
発注箇所(11頁参照)

・



平成２５年度に着工した区間の工事

（平成２６年 １月２８日 現在）

工 事 件 名 工 事 内 容

① 新丸山ダム井尻八百津線新小和沢橋下部工事

H25.10.29 ～ H26.7.31

(工事内容)

木曽川に架かる橋梁の木曽川北側（右岸側）の橋脚工事

② 新丸山ダム井尻八百津線改良工事

H25.11.22 ～ H26.6.30

(工事内容)

新小和沢橋から第２小和沢橋の間の道路整備工事

③ 新丸山ダム井尻八百津線第２小和沢橋下部工事

H25.12.7  ～ H26.6.30

(工事内容)

現県道井尻八百津線に架かる橋梁部における大久後
トンネル側の橋台及び道路整備工事

付替県道井尻八百津線整備
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付替県道 井尻八百津線（資材運搬線） 新小和沢橋（仮称）

（イメージ）

新小和沢橋（仮称） L=240m

木曽川

至 八百津市街地

上流側より望む

H=38m ①

（平成20年5月撮影）

至 御嵩市街地
瑞浪市街地
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付替県道 井尻八百津線（資材運搬線） 第２小和沢橋（仮称）

（イメージ）

第2小和沢橋（仮称） L=1170m

八百津町側より御嵩町を望む

至 八百津市街

大久後トンネル坑口

Ｈ＝３５ｍ

至 御嵩市街地
瑞浪市街地

③
②

（平成24年1月撮影）13


